
＜水道事業体＞

○ 大規模水道事業体の共同発信によるスケールメリット（潜在的な技術の掘り起し）

○ 水道業界に加え、幅広い業種から新技術の情報を収集

＜民間企業等＞

○ 参加事業体が抱える課題を、容易に把握可能

○ 新技術を、参加事業体に対して同時にＰＲ可能

○ 水道事業体の抱える課題（ニーズ）の発信
・プラットフォーム（共通のホームページ）へ各水道事業体の個別、共通課題を掲載

○ 民間企業等が保有する新技術の募集
・プラットフォームにおいて新技術を募集

○ 水道事業体と民間企業等との意見交換
・水道事業体から、課題のプレゼンテーション

・民間企業等から、技術、製品等を用いたプレゼンテーション

水道事業へのＩＣＴなどの新技術の活用、普及を促進

３/２０ プレス発表 ３/２７ キックオフイベント 10月頃 情報連絡会開催（プレゼン・マッチング）

課題の発信・技術の募集
３/２７ ホームページ開設

継続して発信・募集・定期開催

※新技術の採用については個別事業体で判断


